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【研究課題名】 

腰椎手術の臨床成績および後期高齢者のＱＯＬに及ぼす効果 

 

【研究期間】 

参加者集積期間（診療録）：2001年 4月 1日～ 2014年 12月 31日 

倫理委員会承認後 ～  2019年 3月 31日 

 

【研究の意義・目的】 

高齢社会の加速に伴い腰部脊柱管狭窄症を有する患者が増加していき、手術加療を要

する患者も増加していくと予想される。本研究の目的は、腰部脊柱管狭窄症に対する腰

椎除圧術後の椎間関節温存率と骨新生を計測し、臨床成績との関連性を評価することで

ある。また、後期高齢者（75 歳以上）に対する腰椎手術の臨床成績および QOL を評価

することである。 

 

【研究の方法】 

当科にて腰部脊柱管狭窄に対して腰椎除圧術（顕微鏡または内視鏡下椎弓切除）、もしくは

腰椎後方固定術を施行し術後 2 年以降の画像評価が可能であった患者を対象とする。項目

は性別、年齢、罹病期間、手術時間、出血量、手術椎間数を評価し臨床項目として JOA ス

コア（日本整形外科学会腰椎機能評価）、腰痛、下肢痛、下肢しびれ、SF36 を評価し画像

項目は手術前後のレントゲン、CT、MRI を評価する。 
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